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1　は じめ に

　本 論で は ， 現代短歌に どの よ うな色彩語が ， ど

の よ うな頻度で 用い られ て い るか を検討 した。

　 こ の よ うな研 究の ひ と っ の 流れは ，文章心 理学

に ある 。 波多野完治 ，
コ バ ヤシ ヒ デオ ，木村俊夫 ，

安本美典 らは文 学作品 にお ける色彩語 の 用い られ

方 を計量的に確認 して ，文 体の 特徴 を知 る手 が か

りに しよ うと試みた。た とえば，色彩語 の 使用頻

度 は個入差 が大 きい こ と，比喩的 表現の 頻度 と相

関す る こ と，ポ リア ＝ エ ゲ ン ベ ル ガ…分布に近 い こ

と，な どは広 く知 られ て い る 。 また ，国文学 の 世

界で は，た とえば伊原昭な ど万 葉集以来の 詩 歌に

登 場する色彩語 を克明 に リス トア ッ プ し て ，色彩

語の 成 立過程を知 る ， ある い は 作品鑑 賞の
一

助 と

しよ うとす る研 究 も多 い 。

　また，Berlin＝ Kay の 基本色彩語理 論な どの 視点

か ら い えば ， 日本語 における基本 的な色彩語 を求

め る ため の 手 が か り ともなろ う。基本色彩語 の 基

準の ひ とつ と し て
， 彼 らは 「使用頻度が高く ，

般的で あ るこ と 1 をあげて い る 。

　以 ドで は ，現代短歌にお ける色彩語使 用 の 特徴

を整理 す る と ともに ， 基本色彩語理 論 の 視点 か ら

それ を分析す る 。

2 方法

　2．1 対象とした資料

　岡部桂
一

郎他 監修 『現代短 歌全 集　第 17 巻』

（2002 　筑摩書房）を調査 対象 とし た。同書には ，

1980 年以 降 1988年 ま で に出版 され た歌集 23 点

が収録 され て い る 。 短 歌総数 は 9
，
065 首で あ り

，

最多 850 首 ， 最少 271 首，平均 394．13 首で ある 。

L

　 2．2 色彩語の抽 出

　色彩 語 と して 抽出 した基準は，次 に よ る 。

　   JIS　Z　810212001 『物体色の 色名』に は，

慣用色名 と して合 計 269 語 が収 め られ て い る。内

訳は 「
’
色名 1」 の 漢字 ない し平仮名 表記で

，
い わ

ゆる和色名 に あたるもの が 147 語 ，
「色名 2」の 片

仮名表記で ，
い わゆる洋色名 に あた るもの が 122

語で ある 。 まず，これ らに
一

致す る語を抽出した 。

　  上 記  の 「色名 1」 には， とき色 つ つ じ

色 な ど と
“
色

”
が 付 され た もの が多 い 。 しか し，

そ の うちに は
“
色

”
の 文字 をはず し て色 を指示 す

る場合が ある。た とえば紅色 ， 茜色 な どは
“
紅

”

“
茜

”
で 色を指示す る 。 したが っ て ，慣用色名の

うち
“
色

”
の 文字を はず した語 も

一
応抽 出 した。

けれ ども ， そ の うちには 明 らか に色 を指示 しない

例が 多 く， それ らは の ち に除外 し た。た とえば
‘‘

水
”

“
空
”“

土
” “

草
”

な ど で 色 を指示す る こ とは ない 。

　  JIS 慣用 色名 に含まれ て い ない 語。こ の な

か に は 2 つ の タイ プ がみ られ た
。 第 1 は ，

JIS に

含まれ ない けれ ども色名辞典 などに は採録 され て

い る語，第 2 は
“
色

”
を付 した語 で ある 。 た とえ

ば醤油色，海色，米粒色 などで あ り， 新造語 と思

われ るもの も多い が ，

一応 色彩語 に含めた 。

3 結 果と考察

　 3．1 色彩語を含む和歌

　総 9，065 首 の うち 1
，
713 首，つ ま り 18．9％に色

彩語 が 含まれて い た 。 ほ ぼ 5 首強に 1 首の 割合で

ある。出現 率最少 の 歌集は 『渚の 日 目』（島田修二

1983）の 9．41％で あ り，最多の 歌集は 『秋照』（武

川 忠
一・1981） の 34．9％で あ っ た。

　ち なみに ， 木村俊夫の 報告 （1958）に よれ ば，

色彩 語 を愛用 した詩人で ある北原 白秋 の 和歌で は

25 ％， 与謝野晶子の 18％ ，
正 岡子規の 11％ ， 石

川啄木の 8％な どが ある 。
こ れ らと比 較す る と，
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今回 の デー
タ の うち 『秋照』の 34．9％は突出 して

い る よ うにみ え る。 しか し，特定の 1歌集を と り

あげると晶
一r一で 43％，白秋で 32％ な どの 例が あ る 。

したが っ て，こ こ で とりあげた 23 歌集に共通 した

特異性 が あ るとはい え まい 。た だ ，色彩語の 使用

頻度 は ， 歌集に よっ て か な り異なる とは い えよ う。

　3．2 色彩語の 種類数

　歌集ご とに何種類の 色彩語が用 い られ て い る か

をみる と，平均 17．5 種 ， 最多歌集で 24 種 ， 最少

歌集で 8 種で あ っ た。ち なみに最少で あっ た 『無

援の 抒情』（道浦母都子 1980）で 登場する の は赤 ・

橙 ・黄 ・青 ・白 ・黒 ・血 の 色 ・銀鼠色で ある。ま

た ， 使用色彩語数 と種類数 とは ある程度相関す る

けれ ども ， 例外 もある 。 た とえ ば 『秋 照』は色彩

語使用率は高い けれ ども，特定の 色彩語 （赤 ・青 ・

白）が反復使用 される。

　 なお，23 歌集で の 合 計種類数は 101 で あ っ た 。

こ の うちには ミル クキ ャ ラメル 色 ，梅干 し色，虹

色 ，
ハ ッ カ色 米粒色なども含まれ る 。

　 3．3 色 系統別 の特徴

　色彩語 ごと の 頻度をみ る と，白が飛び 離れ て多

く ， 以下青 ， 赤 ， 紅 ， 黒 ， 黄 ， 紫 と続く。

　 こ れ を色 系統別 に整理す る と表 1 の よ うにな る。

系統分類の 基準と して ，マ ン セ ル の 三属性 ある い

は JIS の 系統色名 区分 を用い るこ とも考え られ る 。

し か し，短歌に用い られて い る色 彩語 が指示 す る

色 域はか な り広 い はずで あ る し，ピ ン クを 2．5R と

し て ボ ル ドー と同
一

とみ なす，茶色 を 「暗い 灰み

の 黄赤」 とす る こ とは，言語世界 か ら遊離 し過 ぎ

る と考え て ，ISCC ・NBS や 日本色彩研 究所式の 系

統色名法に準 じて分類 した 。 特徴 として は ， 次 の

点 があげ られ る 。   赤系 ， 青系 ， 無彩色系 （特 に

白）が多い
。   赤系で は ，赤 と紅 とが拮抗 ある い

は共 存す る 。   青系の 色 彩語 が多様で あ る 。

表 1　色系統別の 出現傾向

分類　　 （頻度） 種類 　　　　　ヒ位 出現色 彩語及び 頻度

赤 系　 　 （350） 8 赤 12．5，紅 122，朱 45，茜 31，緋 20

ピ ン ク 系 （11） 6 桃 色 4，ピン ク 2，と き色 2

橙 系　 　 （12） 4 オ レ ン ジ 6，橙 4

黄 系　 　 （94） 6 黄 88，レモ ン 色 2

緑 系　 　 （108） 9 緑 91，黄緑 5

青 系　 　 （343） 23 青222，　蒼 49，糸甘12，　碧 10，藍 8，　水色 8

紫 系　　 （60） 6 紫 52

茶 系　 　 （14） 9 褐角 4，鳶色 2，飴色 2

無彩色系 （589） 9 自 471，黒 109，灰 色 3

そ の 他　 （103） 21 銀 色 46，金 色 19，〜色 19

　3．4Berlin＝ Kay 理論からの特徴

　基本 11 色彩語 とその進化過程に ，上記の 出現頻

度をあ て は めて み る と， 現代短 歌に お け る色彩語

の用 法に は ， 次の 特徴が うかが える （図 1）．

　  進化の 第 5 段 階まで の 6 カテ ゴ リに相 当す

る色彩語は使用頻度が 高い
。

　    の うち Red に は，上 述 の よ うに赤 と紅 と

が共存す る。

　  　  の うち ， 青は grue で あ り，green を含む。

しか し，俳句の 季語の 場合 ほ ど green に相 当する

用例が多い わ けで はな く， blueを指示す る例 も多

い 。 緑 の 頻度が季語 に くらべ て多い 点も併せ て 考

えれ ば，現代短歌で は grue が かな り減少 して い る

よ うに推測 される。

　  Brown に相当す る色彩語が 乏 しい 。茶色は

1 度 も使用 され ず ， 伝統的な語で ある褐 色がわず

か 4 回登場 した の みで あ る 。

　  第 7 段 階に相当する語 は ， 紫を除い て使用

頻度が 著し く低い 。基本色彩語の 視点か らみ た場

合 ，紫は第 7 段階に位 置す るにもかか わ らず，現

代 日本人 の 色名想 起調査，文章中の 使用頻度調査

に お い て も高い 出現率を示 す。紫の 優位 は現代 日

本語の ひ とつ の 特徴 とい え よ う。

Purple
紫 52

White Green Pink

臼 471 緑 91 桃 色 4
Red ピ ン ク 2

赤 125 BlueBrown

紅 122 青 222 褐 色 4Orange

蒼 49 オ レンジ6
Black Y6110w 橙 4

黒 109 黄 88
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図 1Berhn ＝ Kay の 図式か らみた代表色 と出現頻度

　以 ．Lの よ うに ，現代短歌にお け る色彩語 は 比較

的単純 な特徴 に要約で きそ うで あ る 。 今後は ， よ

り古い 時代で の 用法 と比較 して ， 日本語 にお ける

色彩語の 推移の 特徴 を考察 し た い 。
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